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1. 研究の背景と目的 
 計算機能力向上を受けて，人物認証の研究が盛

んに行われている．指紋・静脈等の生体情報を利

用する手法は情報取得装置に拘束されるものが多

い．また顔・耳等をカメラで取得する手法もカメ

ラの前に拘束される．そこで筆者はより利便性を

高めるために，非拘束で行える分散協調視覚的な

人物認証手法について研究を行った． 
 単独では人物を断定できるほどの情報量を持た

ない情報源を複数取得し，確率的手法を用いて統

合判断することにより人物認証を行う． 
 なお本研究は，研究室の長期目標「親和的情報

空間の構築」における画像状況認識・人物出現検

知・状況統合認識エージェントに関する研究とし

て位置づけられている． 
 
2. 人物認証手法 
 人物認証は図 1の手順で行った． 

背景画像取得 現在画像取得

エッジ処理 エッジ処理

差分処理 差分処理

エッジ差分と背景差分の合成

人物領域設定 頭位置検索

人物特徴取得 統合判断

最高確率計数
 

図 1 人物認証の流れ図 

背景画像と現在画像から得られる，差分画像と

エッジ画像を合成した画像から，人物領域と頭領

域を自動検出する．検出した結果を図 2に示す． 

 

 
図 2 人物領域と頭領域 

この処理結果から表 1 に示す人物特徴を取得す
る． 
特徴名 人物特徴の種類
人物領域の幅と頭の幅 体型
人物領域の高さと頭の幅 頭身
人物領域の縦横比 体型
頭領域の明度 髪・顔
人物領域の面積と頭の幅 体型
人物領域のエッジと頭の幅 服  

表 1 人物特徴の種類 

取得した人物特徴から式 1 で示すベイズネット
ワークを用いた式にて統合判断を行う． 
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 各取得画像にて各人物の事後確率を算出し，最

高値を持つ人物のカウントを行う．カウントの最

頻値が人物認証の結果となる． 
 
３．実験結果と考察 
人物認証システムは Pentium4-2.4GHz の計算
機上にて動作させた．筆者の作成した動画像処理

システム「MILMIL」上で開発した人物認証シス
テムにて実験を行った．実験環境は，図 3 に示す
単純背景の 2階実験室と，図 4に示す複雑背景の 3
階研究室で，研究室の人間 10 名を対象に行った．
処理速度は，概ね 15FPSを維持した． 



 

図 3 2階実験室 

 

図 4 3階研究室 
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図 5 人物特徴分布図（頭領域の明度） 

図 5 は 6 つの人物特徴の一つにおける学習人物
全員の特徴分布を示している．この図より人物毎

の特徴差が伺える． 
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図 6 事後確率が最高となった人物の頻度遷移図 

図 6 は 3 番目の人物を対象に認証を行ったとき
の結果を示している．3番目の人物を指す線が，他
の人物を指す線を差し置いて延びており，人物の

認証が成功したことを示している． 
人物認証の認証精度は次の通りとなった． 
 2階実験室（単純背景）  80% 
 3階研究室（複雑背景）  50% 
また，2階実験室の認証実験において人物特徴数
を変化させたときの認証精度は次の通りとなった． 

 人物特徴数 2つ  50% 
 人物特徴数 4つ  70% 
3 階実験室での認証精度が低下した要因として，
複雑背景による頭領域検出精度の低下・人物が移

動出来る空間の広さによる観測誤差等が考えられ

る． 
人物特徴数を増やすことによって認証精度が向

上しているため，更に人物認証精度を高めるため

には，他の種類の人物特徴を取得する必要がある

と考えられる． 
 
4. 結論 
分散協調視覚における人物認証は有効であり，

更なる発展可能性を示している． 


